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１.  データベース(PostgreSQL)のメンテナンス手順 

 

データベースの不要領域を再利用可能な状態にしEcoRiALを安定して動作させるため、データベースの 

メンテナンスを実施いただく必要がございます。 

 

   このメンテナンスは、1年に1度、定期的に実施してください。 

 

   データベースサイズなどによりますが処理時間は1時間ほどかかります。 

 

 

 

以下の手順でデータベースのメンテナンスを実施してください。 

※ メンテナンスを行うとその間のデータは収集されませんが、ジョイントモジュール、または 

Web対応エネルギー監視モジュール内の蓄積データを使い復旧することができます。 

データ復旧の設定を自動にしていない場合、復旧の仕方については運用マニュアルをご参照ください。 

 

① EcoRiALを停止させます。 

→「本マニュアルの「２．EcoRiAL停止手順」を参照してください。 

 

 

②データベースを再起動します 

→「本マニュアルの「３．データベースの再起動手順」参照してください。 

 

 

③データベースのメンテナンスを実施します。 

→「本マニュアルの「４．メンテナンス処理の実施手順」を参照してください。 
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２.  EcoRiAL停止手順 

 EcoRiAL サービスを表示する 

①「スタート」メニューの「Windows管理ツール」から「サービス」を開きます。 

※Windows 7(64 ビット ) と WindowsXP の場合「スタート」メニューの「コントロールパネル」の  

「管理ツール」から「サービス」を開きます。  

以下の画面が表示されます。 

 
 

②EcoRiALのサービスを表示します。 

      画面をスクロールし、以下の画面赤枠の5つのサービスを事項より停止していきます。 
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 EcoRiALサービスの停止 

 

①「EcoRiALタスク管理」をダブルクリックします。 

 
 

 
 

 

②EcoRiAL タスク管理の画面が表示されます。「停止」をクリックします。  
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③停止処理が行われます。  

以下の画面が表示されます。完了するまでしばらくお待ちください。  

 
 

④停止処理が完了すると、以下の画面が表示されます。  

「サービスの状態」が停止になっていることを確認し、「OK」をクリックしてください。  

 
 

 

 

⑤同様に、 

  EcoRiAL リモート処理  

  EcoRiAL 集計処理  

  EcoRiAL 蓄積処理  

  EcoRiAL 定期収集  

  のサービスを停止します。  
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３.  データベースの再起動手順 

①「スタート」メニューの「Windows管理ツール」から「サービス」を開きます。 

※Windows 7(64 ビット ) と WindowsXP の場合「スタート」メニューの「コントロールパネル」の  

「管理ツール」から「サービス」を開きます。  

 

以下の画面が表示されます。 
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②Postgresqlのサービスを表示します。 

      「postgresql-x64-9.6」を選択し、左上の「サービスの再起動」をクリックします。 

    ※WRS-EMS-A1/B1の場合、「postgresql-x.x～～」となります。 

      （「x.x」はPostgreSQLのバージョンになります） 

 

 
 

③再起動処理が行われます。  

以下の画面が表示されます。完了するまでしばらくお待ちください。  
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４.  メンテナンス処理の実施手順 

 

①スタートメニューから「pgAdmin III 1.22」を開き「pgAdmin III」を起動します。 

  ※WRS-EMS-A1/B1の場合、スタートメニューの「すべてのプログラム」から「PostgreSQL x.x」を開き 

  「pgAdmin III」を起動します。（「x.x」はPostgreSQLのバージョンになります） 

 

以下の画面が表示されます。 

 
 

②「オブジェクトブラウザ」で「PostgreSQL x.x」をダブルクリックします。 

 パスワードの入力画面が表示されるので「postgres」を入力してください。 
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③「データベース」をダブルクリックすると「EMSpro」が表示されます。 

   「EMSpro」を右クリックし、メンテナンスをクリックします。 

   
 

④以下のメッセージが表示されます。 

  「VACUUM」が選択されていること、 

  「VACUUMオプション」で何もチェックされていないことを確認し、「OK」をクリックします。 

 
 

⑤「VACUUM」処理中は以下の画面が表示されます。 

  処理内容が追記されていきます。 

  データベースサイズにもよりますが、1時間ほどかかります。 
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⑥完了すると以下の画面が表示されます。 

  「クエリ全体 実行時間：～～」という表示が出ていることを確認し、 

  完了ボタンをクリックして終了します。 

 
 

 

⑦pgAdminIIIを終了し、Widowsを再起動してください。 

  これで作業は完了です。 

 

  注意： 再起動を行わないとEcoRiALが起動せずデータ収集が再開されません。 
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ご注意 本ソフトウェアおよび本取扱説明書の内容は、お断りなく変更する場合もありますのでご了承ください。 

 

 

http://www.watanabe-electric.co.jp 

本   社 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6丁目16番19号 

TEL 03-3400-6141(代) FAX 03-3409-3156 

http://www.watanabe-electric.co.jp/
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